
令和  年  月  日

北九州市⻑ 様
所在地 北九州市小倉北区鍛冶町1-10-10
団体名 大同生命保険株式会社 北九州支社
代表者 服部 正史

団体概要

市内事業所 北九州市小倉北区 鍛冶町1-10-10
主たる
事業所

連絡先

提出書類
 ・様式１：SDGｓ達成に向けた取組状況（チェックシート）
 ・様式２：SDGｓ達成に向けた宣言書
 ・様式３：地域課題への取組み
 ・【北九州ＳＤＧｓクラブ未入会の場合】クラブ参加登録申込書（電子申請可）

メールアドレス hatsutori.masashi.021706@daido-life.co.jp

担当部署 北九州支社

担当者 服部 正史

電話番号 093-521-0786

従業員数（企業のみ） ３０１人以上

ホームページの有無 有

ホームページＵＲＬ https://www.daido-life.co.jp

事業概要
生命保険業など

支店等を含め一括して申請します。
申請に含む支店等の名称：八幡営業所

企業・ＮＰＯ法人等の別 企業

業種（企業のみ） 金融業、保険業

（ふりがな） はっとり まさし

代表者氏名 服部 正史

所在地
大阪府大阪市⻄区江⼾堀1-2-1

「北九州ＳＤＧｓ登録制度」申請書

 「北九州SDGｓ登録制度」について、関係書類を添付の上、下記のとおり申請します。

（ふりがな） だいどうせいめいほけんかぶしきがいしゃ きたきゅうしゅうししゃ

団体名 大同生命保険株式会社 北九州支社

mailto:hatsutori.masashi.021706@daido-life.co.jp
https://www.daido-life.co.jp


（様式１）

関連する認定・表彰制度

取得していれば「具体的な
取組内容」の記載は不要です

ゴール 指標

ゴール13 環境（１）②

ターゲット 具体的な取組

7.2 9.4 13.3 13.3 環境（１）ア

ゴール 指標

ゴール12 環境（２）①

ターゲット 具体的な取組

9.4 12.3、12.5 13.3 12.5 環境（２）ウ

ゴール 指標

ゴール12 環境（１）①

ターゲット 具体的な取組

10.2 12.2 13.3 12.2 環境（１）ア

ゴール 指標

ゴール8

ターゲット 具体的な取組

8.2 9.5 12.5 8.2 社会（２）ウ

ゴール 指標

ゴール9 社会（３）①

ターゲット 具体的な取組

7.2 9.4 13.3 9.2

ゴール 指標

ゴール8

ターゲット 具体的な取組

3.4 5.5 8.8 8.5 社会（１）イ

ゴール 指標

ゴール10 社会（１）③

ターゲット 具体的な取組

5.5 8.5、8.8 10.2 10.2 社会（１）イ

ゴール 指標

ゴール8

ターゲット 具体的な取組

5.1、5.4 8.8 8.8 社会（１）イ

ゴール 指標

ゴール3 社会（３）①

ターゲット 具体的な取組

3.4 8.8 3.4

ゴール 指標

ゴール17 経済（４）①

ターゲット 具体的な取組

4.4 8.2、8.6 17.17 17.17 経済（４）ア

ゴール 指標

ゴール16

ターゲット 具体的な取組

16.1、16.3、16.5 16.1 社会（２）ウ

ゴール 指標

ゴール11 社会（２）①

ターゲット 具体的な取組

11.b 12.6 13.1 11.3 社会（２）ア

企業名　大同生命保険株式会社　北九州支社

ＳＤＧｓ達成に向けた取組状況（チェックシート）

■北九州支社「サステナ部」を創設
・支社所属員がＳＤＧｓについての知識を身につけ、意識を変えて行動を起こす
・本社企画部「サステナビリティ経営推進室」と連携
・社内外にＳＤＧｓを普及させ、中小企業の経営課題解決に貢献
・生命保険事業を通じ、中小企業の経営リスク対策や事業継続、雇用促進に貢献
■中小企業に「安否確認システム」提供
・災害発生時の管理体制強化
・保険金等の請求勧奨業務など本業への活用

自社のＳＤＧｓの取組みをマネジメントする担当者や担当部署
を設置し、ＣＳＶ（※）などを適切に推進すると共に、災害時
等の事業の継続や事業承継など持続可能な事業経営に取り組ん
でいる。

12

11
反社会的勢力の排除、汚職や贈収賄・不正競争行為の防止な
ど、法令を遵守する体制を整備している。

■コンプライアンス推進態勢を整備
・「コンプライアンス基本方針」に即した実践
・コンプライアンス・プログラム、マニュアルを策定し、手引書として全役職員・代理店へ提供（毎年度
新たな法令に対応した見直しを行い最新の内容とする）
■「反社会勢力対応に関する基本方針」制定
■利益相反のおそれのある取引の管理
■内部者通報制度

11

16社会

(不正防止)

経済・社会

(持続可能性)

■研修・教育
・基礎教育プログラム・チャレンジキャリア制度・チャレンジ型(公募)研修
・中小企業の「学びの場」を提供(経営者向けセミナー、後継者育成講座、従業員の学習メニュー提供、起業に関する講座など)
■中小企業関連団体との提携
・法人会・納税協会、ＴＫＣ全国会および税理士会・税理士協同組合
・制度商品の販売、経営支援サービスの提供、保険指導ノウハウのサポート
■情報提供
・中小企業経営者アンケート調査「大同生命サーベイ」を毎月実施
・経営者同士のコミュニティを提供するＷｅｂサービス「どうだい？」を開始

全ての従業員にスキルアップのための研修等の機会を提供する
と共に、社会に役立つ情報の外部への発信やインターンシップ
の受入れなど、社内外にわたる人材の育成に取り組んでいる。

10

■健康経営「ＤＡＩＤＯ－ココ・カラ」の推進
・健康リスクの把握・管理(定期健康診断、二次健診、ストレスチェック制度にもとづくストレス検査、相談窓口の設置など)
・健康増進に向けた支援(ウェアラブル端末の普及推進、ウォーキングキャンペーンの開催、ココ・カラセミナーの開催など)
・労働時間の縮減、休暇の取得を促進
・経済産業省「健康経営優良法人ホワイト500認定」（2017年～2022年の6年連続）
■「ＫＥＮＣＯ　ＳＵＰＰＯＲＴ　ＰＲＯＧＲＡＭ」の従業員への導入
（ＫＳＰ＝企業の健康診断の受診促進を支援、経営者・従業員個々の生活習慣病等の発症リスク分析、継続的な健康増進の取り組みを促す「健
康促進ソリューション」「インセンティブ」の提供などにより、中小企業の健康経営実践を一貫してサポートするｗｅｂサービス）

疾病予防や早期発見、良好なメンタルヘルスの維持など、従業
員の健康維持に取り組んでいる。

9
3,8

4,5,8,9

社会

(健康経営)

経済・社会

(人材育成)

■コンプライアンス基本方針に「人権の尊重」を明記
■コンプライアンス・プログラムとマニュアルの策定
・計画的かつ網羅的な研修を実施
■内部者通報制度
・ハラスメント相談窓口の設置

セクシャルハラスメントやパワーハラスメント、マタニティハ
ラスメントなど、あらゆるハラスメント行為を防止するための
体制を整備するなど、良好な職場環境の構築に取り組んでい
る。

8

■すべての人が活躍できる働く場づくり
・女性職員のキャリアパスの拡充、女性管理職比率のKPI設定
・障がい者の就労機会の継続整備(2022年6月現在、雇用率2.32％)
・シニア層の活躍(本拠地制度、定年延長、再雇用制度)
・福利厚生制度において、同性パートナーを配偶者とみなす取り扱いを開始（LGBT相談窓口の設置）
・「プラチナくるみん認定」取得、「イクメン企業アワード2015」グランプリ受賞
■お客様ニーズへの対応
・日本語の理解が困難な外国人労働者（被保険者）の外国語による取り扱いを開始
・各手続きにおいて、同居の同性パートナーを配偶者と同様に取り扱う対応を拡大

年齢、性別、国籍、障害の有無等による不当な差別を防ぐ体制
の整備等により、女性活躍など、多様な人材が活躍できる環境
の構築に取り組んでいる。

7

5,8,16 　

4,5,8,10,16
社会

ジェンダー
平等

社会

ハラスメント
防止

■仕事と家庭が両立できる働き方の推進、新たな働き方への取り組み
・労働時間縮減（早帰りデー、パソコンの自動シャットダウンなど)
・有給休暇の取得促進、在宅勤務制度などテレワークの利用促進(2017年「テレワーク先駆者百選」総務
大臣賞受賞、2019年「テレワーク推進賞」優秀賞受賞
・有給休暇および看護・介護休暇について「時間単位休暇制度」を導入
・チャレンジ・サイドジョブ(副業)制度の開始
・民間のシェアオフィス導入により、オフィス以外の働く場所を提供

長時間労働の防止、テレワーク等の多様な働き方の導入など、
良好な労働環境の整備に取り組んでいる。

6

■中小企業経営者の高齢化・現役期間の長期化、時代の変化への対応
・介護保障ニーズの高まりにお応えする「収入リリーフ」「介護リリーフ」の販売と「介護コンシェル」の提供
・柔軟に保障を設定できるオーダーメイド型商品「Lタイプα」「Jタイプα」「Tタイプα」の発売
・「がんステージ限定Jタイプ」の発売
・病気へのそなえと予期せぬリタイアへのそなえを実現するための健康増進型保険「会社みんなでＫＥＮＣＯ＋」の提
供（健康経営実践ツール「KENCO SUPPORT PROGRAM」の提供）
・高齢のお客さまへわかりやすく利便性の高いサービスをお届けするためのベストシニアサービスを推進
■経営状況の変化等、加入後のニーズの変化への柔軟な対応
・契約変換制度（スイッチ）を導入

環境に配慮した商品やサービスの開発や、社会課題の解決につ
ながる商品やサービスの提供に取り組んでいる。

5
6,9,12,14,15

3,8

環境・経済
・社会

(商品開発)

経済・社会

労働環境
整備

最も関連性のある
「北九州市ＳＤＧ
ｓ未来都市計画」

の指標や取組

7,13

■ＣＯ２排出量の削減目標
・自社排出：2025年度までに40%削減(2013年度比)、2050年度までにネットゼロ
・投融資先：2050年度までにネットゼロ
■節電への取り組み
・5月から10月の間、オフィス内の冷房温度を28度に設定する「クールビズ」
・11月から3月までの間は室温を原則20度に設定する「ウォームビズ」
・オフィス内および使用していないエリア(会議室・廊下）の消灯・減灯
・年2回、執務室などの一斉消灯を呼びかける「ライトダウンキャンペーン」実施
・空調設備、照明設備を省エネ効果の高い機器へ切り替え

※ＣＳＶ（Creating Shared Value：共通価値の創造）
　企業が社会課題に取り組み、社会に対して価値を創造することでビジネス（経済的な価値）を創出すること。

No. チェック項目 分類 具体的な取組内容関連する主なゴール・ターゲット

■ペーパーレス化の推進
・ペーパーレス会議の実現(会議室へのディスプレイ設置、タブレット端末の配備)
・業務の効率化と紙使用量の削減(モバイルＰＣの配布、無線ＬＡＮの配備)
・生命保険契約にかかわる「約款」「ご契約のしおり」を、冊子からＷＥＢ公布に変更

事業活動等から発生する廃棄物の管理及び処理を適切に行って
いる。
３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を実施するなど、
循環型社会の構築に取り組んでいる。

■利便性の向上、新たな生活様式への適応
・お客様のスマホで保険加入、保険金給付金請求、解約手続きが完結する「つながる手続き」
を開始
・オペレーターによるリモートでの手続きサポート
■正確かつ迅速な保険金・給付金等のお支払
・各種手続きに必要な書類の簡素化
・ＡＩ活用による支払業務の品質向上や、即日着金システムの導入

商品やサービスの安全性を担保する体制を整備すると共に、品
質の向上や新たな技術の開発等に取り組んでいる。

4

2

■グリーン調達の取り組み
・事業活動に必要な備品・消耗品のグリーン購入
・商品パンフレット・約款等の印刷、不動産設備・システム機器などの調達における環境負荷軽減に配慮したグリーン調達の基準を設定し、基
準を満たすものから優先購入を実施
■脱プラスチックの取り組み
・業務上使用する帳票等のプラスチック使用削減
・2022年1月に発売した新商品では、紙製のクリアファイルを使用
■投資を通じた貢献
・責任投資原則(ＰＲＩ)への署名
・ＥＳＧ投融資の取り組み（グリーンボンド、ソーシャルボンドへの投資、再生可能エネルギー発電事業への投融資等）
・石炭火力発電事業へ新規投融資の停止

事業に伴う調達（原材料、部品、資材、サービス、使用する設
備や事務用品等）について、環境負荷や人権などに配慮してい
る。

3

最も関連性のある
ゴール・ターゲッ

ト

3,9,12

1
温室効果ガスの排出を抑制するため、エネルギーの使用状況の
把握や使用効率の改善、再生可能エネルギーの利用などに取り
組んでいる。

11,12,14

環境

(ＣＯ２削減)

環境

(廃棄物削減)

環境・社会

サプライ
チェーン管理

経済・社会

(技術向上)



（様式２）

　私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓの達成に向けた方針及び取組を以下のとおり宣言します。

◆　ＳＤＧｓ達成に向けた取組方針等

◆　ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

その他

(その他の場合)

(2025  )
年

その他

(その他の場合)

( 2025 )
年

2030年

(その他の場合)

(  )年

  
記載について

　・  「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」は、３つまでご記入できます。

　・  必ず全ての分野（経済・社会・環境）の達成を宣言してください。

　　（１つの取組みで３つの分野を達成しても、複数の取組みで３つの分野を達成しても構いません）

　・  指標（KPI）は、原則として数値目標を記載してください。

指標

社会
目標値

具体的な取組

環境

経済
指標
(KPI)

指標

社会
目標値

2021年 年2回
↓

2025年 2ヶ⽉に1回

具体的な取組

環境 〇 環境（２）ウ

経済
社内でのＳＤＧｓ研修、ペーパーレス化
の推進、節電の取り組み、マイバッグや
マイボトル利⽤の促進等により、お客様
に接する個⼈の意識を啓発。

指標
(KPI)

「マイボトル利⽤推
進⽉間」実施回数

指標

経済（２）①

社会 〇
目標値

2022年度始 97件
↓

2025年度末 500件

具体的な取組

環境 社会（４）ア

経済 〇
中⼩企業による健康経営の普及と、福利
厚生の充実をサポートする健康経営実践
ツール「KENCO SUPPORT
PROGRAM」を提供する。

指標
(KPI)

「KENCO SUPPORT
PROGRAM」導入企

業数累計

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書

宣言日　　令和　　年    月    日

団体名　　　　大同生命保険株式会社　北九州支社

「中⼩企業とともに未来をつくる」パートナーとして、中⼩企業で働くすべての方に充実した保障とサービスを
提供する。中⼩企業の経営課題の解決を支援し、サステナブルな社会の実現に貢献する。

ＳＤＧｓ達成に向けた
重点的な取組

　　　　 指標（ＫＰＩ）
　　　　　 ・目標値

※目標値は、いずれかの目標年で
　設定してください。

最も関連性のある
「北九州市ＳＤＧｓ
未来都市計画」の

指標や取組
※どちらか一方のみの
記載で構いません。

達成を
目指す分野
に「○」



（様式３）

　　　　　　　　　　 団　体　名　　　大同生命保険株式会社　北九州支社

取組名 具体的な取組内容

8　地域コミュニティ活動への参加
自社周辺地域(小倉北区、八幡東区)の清掃活動を
行なう。

11　ながら見守り宣言企業

通勤時や営業活動の中で周囲に目を配り、困って
いる子どもや高齢者等に気づいたときは適切な声
掛けをする。また不審者や危険な箇所を発見した
際は、すみやかに警察または市へ通報する。

記載について

地域課題への取組み

　私たちは、地域課題の解決を通じてＳＤＧｓを達成するため、北九州市の取組みに参加してい
ます（今後、参加します）。

・参考「企業等が参画可能な取組一覧」の中から、現在取り組んでいるもの（今後取り組むもの）を少
なくとも一つ選択し、具体的な取組内容を記載して下さい。

・これから取組みを始める場合は、選択した取り組みの担当部署に連絡をし、所定の手続きを済ませた
上で本書を提出して下さい。

・参考「企業等が参画可能な取組一覧」以外で、貴団体が自主的に行っている取組みについても、併せ
て記載いただいても構いません。


